
タ
キ
シ
ラ
の
モ
ラ
モ
ラ
ド
ウ
僧
院
に
写
真
１
．
２
．
３
の
如
き
二
仏
並
座
像
が
三
対
現
存
し
て
い
る
。
然
も
又
、
か
っ
て
は
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
く
ず
れ
た
石
の
基
壇
が
三
つ
程
あ
計
）
（
写
真
５
の
Ｘ
印
参
証
）
。
共
に
部
屋
と
部
屋
を
仕
切
る
石
積
み
の
、
い
わ

ば
部
屋
の
入
口
に
あ
る
、
最
初
は
一
仏
で
あ
っ
て
、
後
に
一
仏
を
加
え
た
の
で
は
な
い
の
は
、
部
屋
と
部
屋
の
仕
切
り
の
石
積
み
の
巾
か

基
壇
は
Ｂ
Ｃ
は
、
同
一
基
準
、
Ａ
は
基
壇
の
高
さ
が
五
セ
ン
チ
程
向
っ
て
左
の
仏
の
方
が
低
い
が
、
そ
れ
程
差
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

共
に
ス
ト
ッ
コ
製
の
仏
で
あ
る
。
基
壇
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
共
二
十
セ
ン
チ
角
の
石
を
積
ん
だ
基
壇
の
上
に
ス
ト
ッ
コ
を
ぬ
り
、
こ
の
上
に
二
仏
が

作
ら
れ
て
い
る
。
仏
像
の
芯
は
泥
で
表
面
は
ス
ト
ッ
コ
で
あ
る
。
共
に
禅
定
印
の
仏
で
あ
り
首
は
な
い
。
特
に
Ｃ
は
光
背
を
も
っ
た
仏
が

数
体
基
壇
に
彫
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
二
仏
は
こ
れ
ら
の
仏
菩
薩
以
上
の
仏
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
生
身
の
仏
陀
以
上

の
人
物
、
即
ち
久
遠
の
本
仏
等
の
如
き
超
越
者
と
し
て
の
仏
を
表
現
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

ら
し
て
わ
か
融
毎 ク

シ
ャ
ン
に
於
け
る
宗
教
の
大
衆
化

ｌ
律
蔵
に
於
け
る
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
意
味
す
る
も
の
Ｉ

1

高
橋
堯
昭

(I29)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

吟

1．モラモラドウニ仏妨座像A

’

1

2．モラモラドウニ仏並座像B

(Z30)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

3．モラモラドウニ仏妨座像C

一
》
一
瞬

繍
透

篭
↓
「

イ
噂

，
』
由
り

白

蕊1
ざ ｰ－

蟻熟’
壷

I
〃

灘・
到

抄

一

凶

封
〒
や
癖
冨
一

寺
』
帝
寺
襲
堅

一
四
年
蝿
寺
》

連
浦

《

墓
鐸
議
率
露
塞

蕊
識
》

蕊

‘
、

蕊 灘
鐙

〆

焔｡ｇ

■
盟
垂

ｒ
函
嘩
雷
や
種 ル

hLp 蕊
篝

角｡

壺坐

営擢
藍

鷲
離

＝

、企

4．ダルマラージカ奉献塔の二仏

(ZaI)



I。

●

□
§

~……■⑨． ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

団
一

一

｡

一一一~孔暉
－う

l l @

■
■
盲
■
■
も
■
凸
■
■
■
Ｕ
、
■
▲
■
■
■
■
■
●
ａ
■
■
■
’
Ｄ
・
■
Ｕ
①
■
■
二
■
■
●
■
凸
■

一

ｰ･ 0 lillilillI， ・ 109

1

’1両リ
モラモラドウ寺院5

Xは基壇だけ

｡

6．総道路（マーシャルタキシラより）

(132)

……………線一縫遣



こ
の
ほ
か
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
の
大
塔
前
、
奉
献
塔
Ｐ
１
と
Ｐ
２
と
の
間
、
即
ち
Ｐ
１
側
の
壁
に
二
仏
（
写
真
４
参
照
）
が
見
ら
れ
る
。

三
十
セ
ン
チ
角
の
石
を
積
ん
だ
基
壇
に
ス
ト
ッ
コ
の
仏
が
並
ん
で
い
る
。
基
壇
や
背
後
の
壁
の
石
膏
が
と
れ
て
下
の
石
が
露
出
し
て
い
る

が
、
石
積
み
に
よ
る
年
代
測
定
の
為
か
え
っ
て
便
利
で
あ
る
。

こ
の
二
仏
は
奉
献
塔
Ｐ
１
の
壁
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
見
て
、
四
仏
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。
即
ち
二
仏
の
ほ
か
に
、
そ
の
両
側
に
猶

夫
々
一
仏
を
作
る
余
裕
は
あ
る
。
四
仏
の
例
は
モ
ラ
モ
ラ
ド
ウ
の
大
塔
の
基
壇
に
作
ら
れ
て
い
て
、
現
在
タ
キ
シ
ラ
博
物
館
内
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
然
し
、
Ｐ
１
と
Ｐ
２
の
塔
は
ど
う
し
た
わ
け
か
、
平
行
で
は
な
く
、
片
方
が
つ
ま
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
四
仏
だ
と
饒
道
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
マ
ー
シ
ャ
ル
は
信
者
が
日
常
緯
道
す
る
参
詣
道
を
推
定
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
点
線
を
い
れ
て
い
る
（
６
参
職
｝
も
し

四
仏
な
ら
ば
、
そ
の
鏡
道
の
道
が
Ｐ
１
と
Ｐ
２
の
間
を
通
れ
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
も
と
も
と
か
ら
二
仏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
こ
れ
が
法
華
経
の
釈
迦
多
宝
の
二
仏
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
仏
像
は
ス
ト
ッ
コ
と
い
っ
て
泥
と
石
膏
造
り
で
あ
る
。
ガ

ン
ダ
ー
ラ
で
は
二
・
三
世
紀
の
彫
刻
は
黒
色
片
岩
を
中
心
と
す
る
石
製
で
あ
る
が
、
三
世
紀
中
頃
サ
サ
ン
ペ
ル
シ
ャ
の
侵
入
に
よ
っ
て
石

製
の
製
作
活
動
は
中
止
さ
れ
、
や
が
て
四
世
紀
末
キ
ダ
ラ
ク
シ
ャ
ン
の
侵
入
に
よ
り
、
今
度
は
こ
の
ス
ト
ッ
コ
製
の
仏
像
の
今
露
期
を
四
。

五
世
紀
に
む
か
え
趣
一
石
製
で
は
製
作
日
数
と
費
用
が
か
さ
む
が
、
ス
ト
ッ
コ
で
は
型
を
作
っ
て
泥
や
石
膏
を
入
れ
、
後
は
へ
う
で
顔
を

直
せ
ば
異
っ
た
仏
像
が
沢
山
安
直
に
出
来
る
か
ら
で
仏
像
製
作
の
隆
盛
の
需
要
に
答
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
・

四
・
五
世
紀
に
な
る
と
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
経
済
的
に
は
カ
ニ
シ
カ
や
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
の
如
き
昔
日
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
来
た
が
、
逆
に

造
像
活
動
は
活
発
と
な
っ
て
来
た
。
為
に
安
あ
が
り
で
沢
山
出
来
る
型
抜
き
の
方
法
が
考
案
さ
れ
、
仏
像
造
立
の
活
発
化
に
拍
車
を
か
け

る
に
至
っ
た
。
ヴ
ィ
ー
マ
・
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
以
来
ロ
ー
マ
と
の
通
商
の
活
発
化
、
カ
ニ
シ
カ
・
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
の
全
盛
期
を
過
ぎ
た
ク
シ

ャ
ン
朝
で
は
、
経
済
的
に
は
衰
退
の
の
一
路
を
た
ど
る
が
、
造
像
活
動
の
隆
盛
化
の
た
め
、
費
用
の
安
く
て
大
量
生
産
の
出
来
る
方
法
が
、

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

そ
の
ニ
ー
ズ
に
答
え
た
。
こ
れ
が
ス
ト
ッ
コ
の
仏
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
ス
ト
ッ
コ
の
仏
は
四
・
五
世
紀
の
も
の
だ
し
、
法
華
経

は
一
世
紀
に
は
編
纂
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
像
は
法
華
経
の
も
の
と
い
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
そ
れ
に
玄

葵
は
七
世
紀
に
旅
し
た
時
、
「
タ
キ
シ
ラ
は
み
な
大
鶏
〕
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
タ
キ
シ
ラ
の
小
乗
の
寺
々
は
い
つ
し
か
大
乗
に
変
っ

て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
法
華
経
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
即
ち
塔
と
僧
伽
の
構
造
が
律
の
規
定
に
則
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
こ

れ
ら
の
寺
々
も
い
つ
し
か
大
乗
に
変
っ
て
行
っ
た
と
想
像
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
は
、
も
と
も
と
部
派
に
属
さ
な
い
塔
中
心
の
寺
で
あ
っ
た
し
、
（
出
土
す
る
碑
銘
は
部
派
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
な
い
）
又
、
シ
ル
パ
ー
ス
コ
ロ
ー
ル
と
し
て
有
名
な
碑
銘
の
噛
瞳
「
自
分
の
菩
薩
堂
の
中
に
像
を
安
置
し
た
」
と
あ
っ
て
、
菩
薩
云
々

と
い
う
言
葉
か
ら
大
乗
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
又
後
述
の
律
蔵
の
大
乗
化
？
と
い
う
点
か
ら
類
推
し
て
よ
け
い
法
華
経
が
あ
っ
た

と
い
っ
て
も
、
言
い
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
も
そ
も
二
仏
が
経
典
に
現
れ
る
の
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

生
欽
尚
故
。
遥
見
迦
葉
。
即

雑
阿
含
経
巻
第
四
十
一
即

爾
時
尊
者
摩
訶
迦
葉
。
在
於
邊
遠
。
草
敷
而
住
。
衣
被
弊
壊
。
染
色
変
脱
。
鬚
髪
亦
長
。
来
詣
仏
所
○
時
諸
比
丘
。
見
迦
葉
已
。
皆

生
是
念
。
彼
尊
者
。
不
知
出
家
所
有
威
儀
。
衣
色
変
穣
。
鬚
髪
亦
長
。
威
儀
不
具
。
爾
時
世
尊
。
知
諸
比
丘
心
之
所
念
。
為
欲
令
彼

別
訳
雑
阿
含
経
巻
第
六

2

語
之
言
。
善
来
迦
葉
。
尋
分
半
座
。
命
令
共

紫
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於
是
摩
訶
葉
。
垂
髪
弊
衣
。
始
来
詣
仏
。
世
尊
遥
見
歎
言
。
善
来
迦
葉
。
豫
分
半
床
。
命
令
就
座
。
（
傍
線
筆
者
）

こ
れ
ら
は
生
身
の
釈
尊
と
大
迦
葉
と
の
関
係
の
物
語
で
あ
る
。
即
ち
大
迦
葉
が
余
り
に
も
き
た
な
い
法
衣
を
着
、
髭
ぼ
う
ぼ
う
、
垢
だ

ら
け
だ
っ
た
の
で
、
他
の
弟
子
達
が
小
馬
鹿
に
し
た
。
そ
れ
を
見
た
釈
尊
は
自
分
の
法
衣
を
着
せ
て
、
二
人
並
ん
だ
と
い
う
話
。
然
し
タ

キ
シ
ラ
の
二
仏
は
前
述
の
如
く
、
Ｃ
の
基
壇
に
多
く
の
仏
菩
薩
が
彫
ら
れ
て
い
る
し
、
光
背
を
も
っ
た
仏
も
彫
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
阿
含

経
等
の
如
き
生
身
の
釈
迦
や
大
迦
葉
で
は
な
い
。
そ
れ
以
上
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

然
ら
ば
、
ほ
か
に
二
仏
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
律
蔵
の
中
に
二
仏
の
話
を
数
ヶ
所
見
出
し
た
。
共
に
共
通
な
考
え
方
で
あ
る
。
即
ち

釈
迦
仏
が
コ
ー
サ
ラ
国
を
遊
行
し
て
居
ら
れ
る
と
、
バ
ラ
モ
ン
が
耕
作
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
は
釈
迦
仏
を
み
る
と
、
蝋
を
畑
に
突
き
立

て
て
釈
迦
仏
を
礼
拝
し
た
。
こ
れ
を
見
て
仏
は
徴
笑
さ
れ
た
。
お
そ
ば
に
い
た
弟
子
達
は
不
思
議
に
思
っ
て
仏
に
問
う
と
、
仏
は
「
彼
は

二
仏
を
拝
ん
だ
か
ら
」
だ
と
答
え
ら
れ
た
。
猶
「
何
の
二
仏
か
」
と
再
び
仏
に
問
う
と
、
「
私
と
、
私
の
杖
の
下
に
あ
る
迦
葉
の
塔
を
拝

ん
だ
か
ら
、
二
仏
を
拝
ん
だ
こ
と
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
更
に
そ
の
迦
葉
仏
の
塔
を
拝
み
た
い
と
懇
願
す
る
と
、
比
丘
達
に
、
「
汝
、

こ
の
バ
ラ
モ
ン
か
ら
土
塊
と
、
こ
の
地
を
求
め
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
バ
ラ
モ
ン
か
ら
土
塊
と
こ
の
地
を
譲
り
う
け
る
と
、
「
迦
葉
仏
の
七

だ
ん
な
い

宝
塔
の
高
さ
一
由
延
、
面
広
半
由
延
な
る
」
を
仏
は
現
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
「
百
千
の
黄
金
よ
り
、
一
団
泥
も
て
敬
心
に
て
仏
塔

を
治
せ
ん
に
は
」
と
さ
と
さ
れ
た
と
あ
る
。
黄
金
よ
り
、
ま
ご
こ
ろ
が
あ
る
時
に
は
七
宝
塔
は
現
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

鋪
↑

爾
時
尊
者
摩
訶
迦
葉
。
久
住
二
舎
衛
國
阿
練
若
床
坐
処
一
。
長
鬚
髪
著
二
弊
納
衣
一
。
来
二
詣
仏
所
一
。
爾
時
世
尊
無
数
大
衆
園
繧
説
法
。

時
諸
比
丘
見
二
摩
訶
迦
葉
従
し
遠
而
来
一
。
見
已
於
二
尊
者
摩
訶
迦
葉
所
一
。
起
二
軽
慢
心
一
言
。
此
何
等
比
丘
。
衣
服
鹿
随
。
無
し
有
二
儀

容
一
而
来
。
衣
服
祥
伴
而
来
。
爾
時
世
尊
知
二
諸
比
丘
心
之
所
念
一
。
告
二
摩
訶
迦
葉
一
・
割
刑
迦
潮
渕
．
Ⅲ
判
睦

中
本
起
経
巻
下
大
迦
葉
如
来
品
第
十
二
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迦
葉
仏
全
身
舎
利
艤
然
如
本
。
仏
因
此
事
取
一
榑
泥
。
而
説
偶
言
。

葉
仏
般
泥
桓
後
。
共
王
為
仏
起
金
銀
塔
。
縦
廣
半
由
旬
高
一
由
旬
。
累
金
銀
堅
三
相
間
。
今
猶
在
地
中
。
仏
即
出
塔
示
諸
四
衆
。

１
１

四
邊
清
者
。
爾
時
仏
法
中
國
先
滅
邊
國
反
盛
。
仏
言
。
王
十
一
夢
所
為
如
此
。
於
大
王
身
無
有
不
祥
。
王
即
於
座
上
勅
諸
群
臣
。
所

欲
祠
天
之
物
今
悉
施
以
無
畏
。
吾
従
今
寧
自
失
命
不
故
殺
生
。
況
殺
人
乎
。
不
故
傷
虫
蟻
。
況
女
及
諸
人
等
乎
。
仏
告
阿
難
。
彼
迦

百
千
世
界
中
満
中
真
金
施
不
如
一
法
施
随
順
見
真
諦

②
弥
沙
塞
部
和
醗
五
分
律
巻
第
二
十
六

爾
時
國
王
用
非
法
治
政
暴
虐
無
道
。
夢
見
牛
頭
栴
檀
売
與
腐
草
同
価
者
。
爾
時
釈
種
沙
門
貧
利
養
故
與
白
衣
説
法
。
夢
見
水
中
央
濁

論

與
之
。
得
已
爾
時
世
尊
即
現
出
迦
葉
仏
七
宝
塔
。
高
－
由
旬
。
面
広
半
由
延
。
婆
羅
門
見
已
即
便
白
仏
言
。
世
尊
。
我
姓
迦
葉
。
是

我
迦
葉
塔
。
爾
時
世
尊
即
於
彼
処
作
迦
葉
仏
塔
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
世
尊
。
我
得
授
泥
不
。
仏
言
得
授
。
即
時
説
偶
言

迦
葉
仏
塔
。
諸
比
丘
白
仏
。
願
見
迦
葉
仏
塔
○
仏
告
比
丘
。
汝
従
此
婆
羅
門
。
索
土
塊
井
是
地
。
諸
比
丘
即
便
索
之
。
時
婆
羅
門
便

何
因
縁
笑
。
唯
願
欲
聞
。
仏
告
諸
比
丘
。
是
婆
羅
門
今
礼
二
世
尊
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
何
等
二
仏
。
仏
告
比
丘
。
礼
我
当
其
杖
下
有

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

仙
摩
訶
僧
祇
律
巻
第
三
十
三

塔
法
者
。
仏
住
拘
薩
羅
國
遊
行
。
時
有
婆
羅
門
耕
地
。
見
世
尊
行
過
。
持
牛
杖
住
地
礼
仏
。
世
尊
見
已
便
発
微
笑
。
諸
比
丘
白
仏
。

百
千
閻
浮
提
満
中
真
金
施
不
如
一
法
施
随
順
令
修
行
…
…
…
…
…
…
…

百
千
車
真
金
持
用
行
布
施
不
如
一
善
心
華
香
供
養
塔
…
…
…
…
…
…
…

人
等
百
千
金
持
用
行
布
施
不
如
一
善
心
恭
敬
礼
仏
塔
…
…
…
…
…
…
…

真
金
百
千
据
持
用
行
布
施
不
如
一
団
泥
敬
心
治
仏
塔
…
…
・
…
：
…
…
…
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時
諸
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。
皆
以
二
一
榑
泥
一
著
二
此
処
一
即
成
二
大
塔
「
、

剛
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
巻
第
十
二

是
時
世
尊
。
告
具
寿
阿
難
陀
日
。
汝
来
可
詣
都
累
迦
城
。
聞
教
随
仏
。
至
彼
城
所
。
有
一
婆
羅
門
。
而
為
耕
墾
。
遥
見
世
尊
具
三
十

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

（
吃
）

伽
Ｐ
國
王
一
。
於
二
此
処
一
七
歳
七
月
七
日
起
二
大
塔
一
已
。
七

時
去
二
此
処
一
不
し
遠
・
有
二
一
農
夫
一
耕
し
田
。
仏
往
二
彼
間
一
。 七

錐
得
閻
浮
檀
百
千
今

③
四
分
律
巻
五
十
二

爾
時
世
尊
在
二
拘
薩
羅
國
一
。

今
世
尊
以
二
何
因
縁
一
笑
耶
。

無
因
縁
一
而
笑
上
。
向
者
以
浩

向
者
以
レ
何

百
千
金

設
以
二
百
千
選
烙
一

設
以
二
金
百
千
簿
一

設
以
二
金
百
千
描
一

設
以
二
金
百
千
抱
一

設
以
二
金
百
千
壁
一

設
以
二
金
百
千
厳
一

設
以
二
金
百
千
山
一

故
而
笑
。
願
欲
し
知
し
之
。
仏
告
二
阿
難
一
。
乃
往
過
去
世
時
。
有
二
迦
葉
仏
一
。
般
浬
桑
已
。
時
有
二
翅
毘

宝
利是是是是是是是

皆皆皆皆皆皆皆

塁篝鰡豊潔
金金金金金金金

興
二
千
二
百
五
十
比
丘
一
人
間
遊
行
。
往
二
都
子
婆
羅
門
村
一
到
二
一
異
処
一
。
世
尊
笑
○
時
阿
難
作
二
是
念
一
。

世
尊
不
下
以
レ
無
二
因
縁
一
而
笑
上
。
偏
露
二
右
肩
一
脱
二
革
展
一
右
膝
著
し
地
合
掌
白
し
仏
言
。
世
尊
。
不
下
以
二

不
如
一
團
泥
為
仏
起
塔

不不不不不不不
し し し し し し し

如如如如如如如
下 下 下 下 下 下 下

以以以以以以以
一一一一一一一

霊蕊蓋蕊莞蕊蓋

歳
七
月
七
日
興
二
大
供
養
一
。

取
二
一
榑
泥
一
来
置
ニ
此
処
一
。

職

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

坐
二
二
部
僧
一
於
二
象
蔭
下
一
。
供
二
第
一
飯
一
。

而
説
レ
偏
言
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阿
含
の
仏
と
律
蔵
の
仏
の
違
う
の
は
、
そ
こ
に
出
場
し
て
来
る
仏
は
過
去
仏
と
し
て
の
迦
葉
仏
と
、
こ
の
世
で
悟
っ
た
後
の
仏
と
し
て

の
釈
迦
仏
。
過
去
と
現
在
の
仏
で
あ
る
。
そ
し
て
又
こ
の
二
仏
は
必
ず
「
背
の
高
い
塔
」
と
「
泥
団
子
」
、
即
ち
雪
至
言
千
の
贈
部
金
、

持
し
用
い
て
布
施
を
行
ぜ
ん
に
、
し
か
じ
一
団
泥
も
っ
て
敬
心
に
て
仏
塔
を
治
せ
ん
に
は
」
と
か
、
「
人
等
の
百
千
の
金
、
持
し
用
い
て

布
施
を
行
ぜ
ん
に
、
如
か
じ
、
一
善
心
に
て
恭
敬
し
て
仏
塔
を
礼
せ
ん
に
は
」
（
摩
訶
僧
祗
律
）
、
「
閻
浮
檀
の
百
千
金
宝
の
利
を
得
る

と
錐
も
、
一
團
泥
に
て
仏
の
為
に
塔
廟
を
起
さ
ん
に
は
如
か
じ
」
（
前
掲
五
分
律
二
十
六
、
大
躯
’
一
七
一
下
。
一
七
三
上
の
文
中
）

「
仮
令
、
百
千
の
贈
部
金
も
て
、
荊
勤
し
て
仏
塔
を
右
邉
せ
ん
に
は
」
（
前
掲
根
本
説
一
切
有
部
薬
事
巻
十
二
・
大
別
’
五
三
上
中
）
の

如
く
、
黄
金
よ
り
泥
団
子
即
ち
ま
ど
こ
ろ
の
方
が
と
い
う
こ
と
が
各
律
共
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

然
も
こ
の
二
仏
は
か
く
背
の
高
い
塔
と
泥
団
子
が
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
所
が
注
目
す
べ
き
所
で
あ
る
。
私
は
こ
の
「
三
者
の

一
体
」
は
こ
の
律
蔵
の
成
立
時
の
社
会
状
況
、
宗
教
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

仮
令
百
千
贈
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
持
泥
置
飾
於
仏
塔

是
時
有
百
千
人
衆
。
聞
此
施
泥
福
利
○
威
持
泥
置
。
或
有
将
諸
微
妙
花
香
。
而
散
其
中
。
仏
亦
為
説
頌
日

無
損
。
若
来
我
所
。
恭
敬
礼
拝
。
彼
便
致
敬
二
仏
世
尊
．
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…

利
。
執
鞭
耕
梨
。
遥
言
敬
礼
敬
礼
。
仏
告
具
寿
阿
難
陀
。
彼
婆
羅
門
。
自
招
錯
呰
。
而
於
此
処
。
有
迦
攝
波
如
来
全
身
舎
利
。
臓
然

是
持
復
有
一
郎
波
索
迦
。
持
泥
置
於
舎
利
隠
処
。
世
尊
為
彼
。
亦
説
伽
他
日

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

二
大
丈
夫
相
。
廣
如
余
説
。
作
如
是
念
。
我
若
往
礼
沙
門
喬
答
摩
者
。
廃
此
事
業
。
若
不
往
礼
。
失
諸
福
利
○
令
事
不
廃
。
使
穫
福

仮
令
百
千
贈
部
金
積
聚
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
翅
勤
右
邊
於
仏
塔

収
△
戸
百
千
囎
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
虹
有
人
一
浄
心
香
北
伊
覇

）
（
共
に
棲
撹
淫
肇
芭
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ク
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宗
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7、サンチー大塔

１
、
ま
ず
背
の
高
い
塔
に
つ
い
て
、
そ
の
分
布
は
タ
キ
シ
ラ
か
ら

ス
ワ
ッ
ト
、
そ
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ

の
律
蔵
の
話
は
こ
の
背
の
高
い
塔
の
あ
る
場
所
西
北
イ
ン
ド
が
そ
の

舞
台
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
イ
ン
ド
の
塔
は
サ
ン
チ
ー
の
大

塔
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
背
の
低
い
土
饅
頭
型
の
も
の
で
あ
る
（
写

真
７
参
照
）
。
こ
れ
に
対
し
て
前
記
範
囲
の
塔
は
砲
弾
型
の
塔
身
に

何
重
も
の
円
型
基
壇
（
写
真
８
、
参
照
）
、
そ
し
て
そ
の
下
に
四
角

な
基
壇
（
写
真
蛆
、
参
照
）
が
つ
け
加
っ
た
背
の
高
い
宝
塔
で
、
特

に
ジ
ェ
ラ
ラ
バ
ー
ド
や
シ
ェ
バ
キ
等
、
西
に
行
く
程
高
い
と
も
言
え

よ
う
。
そ
の
範
囲
を
図
示
す
れ
ば
図
９
の
如
く
と
な
る
。
強
い
て
言

え
ば
ク
シ
ャ
ン
の
勢
力
範
囲
と
な
る
。

筆
者
は
塔
の
背
が
高
く
な
る
の
は
、
仏
を
単
な
る
人
間
釈
尊
以
上

に
、
即
ち
超
越
者
救
済
者
と
し
て
仏
陀
を
考
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
為

と
考
え
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
範
囲
の
地
方
に
、
ペ
ル
シ
ャ
等
西
方

の
「
神
は
超
越
蔀
〕
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
、

3
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8．バラーの塔 円型基壇が三段
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

9．背の高いストゥーパ及奉献塔出土分布図

仏
陀
を
も
超
越
者
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
勿
も
、
人
間
存
在
の
有
限
性
、
実
存
の
自
覚
か
ら
、

仏
教
自
体
の
中
に
、
仏
身
観
の
深
化
発
達
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
十
分
理
解
さ
れ
る
が
、
仏
身
観
の
発
達
し
た
大
乗
仏

教
が
西
北
イ
ン
ド
で
起
っ
た
点
か
ら
考
え
て
、
西
方
の
考
え

方
の
刺
戟
は
十
分
あ
っ
た
と
も
考
え
て
い
誌
↑
そ
し
て
、
こ

う
し
た
傾
向
が
法
華
一
乗
、
ア
ミ
ダ
ー
尊
、
般
若
波
羅
密
多

は
仏
母
と
い
う
．
仏
乗
」
思
想
と
な
り
、
仏
陀
の
墳
墓
を

し
て
、
背
の
高
い
、
或
は
サ
ン
チ
ー
の
イ
ン
ド
型
で
も
、
規

模
を
巨
大
化
（
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
）
し
て
、
仏
陀
を
超
人

と
し
て
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
て
い
る
。

然
も
こ
う
し
た
超
越
性
は
、
又
無
限
性
と
も
表
裏
す
る
。

即
ち
時
間
的
に
永
遠
に
継
続
す
る
仏
の
生
命
の
無
窮
性
と
、

そ
の
説
か
れ
た
法
の
恒
常
性
で
あ
る
。

こ
れ
を
表
現
す
る
方
法
が
、
現
在
仏
と
過
去
仏
の
一
致
、

法
華
経
で
は
「
多
宝
如
来
と
釈
迦
仏
」
の
並
座
。
律
蔵
で
は

「
過
去
仏
の
迦
葉
仏
と
現
在
仏
の
釈
迦
牟
尼
仏
」
の
合
一
、
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シ
ャ
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於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

巴

10. グルダラー塔

「
二
仏
並
座
」
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
仏
の
超
越
性

を
示
す
「
背
の
高
塔
」
と
、
仏
及
び
そ
の
説
か
れ
た
法
の
悠
久

性
を
示
す
「
二
仏
並
座
」
は
二
に
し
て
一
で
あ
る
と
考
え
る
。

然
も
「
超
越
性
と
悠
久
性
」
と
は
客
観
的
な
外
な
る
存
在
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
己
心
の
一
念
三
千
の
如
く
主
体
の
側
に

あ
る
。
「
浄
心
」
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
も
っ
て
仏
を
信
じ
崇
め
る

我
々
の
心
の
中
に
体
験
顕
現
さ
れ
る
。
物
や
金
と
い
う
信
仰
で

は
な
く
、
心
か
ら
の
信
仰
、
即
ち
浄
心
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
世
の
中
の
全
黄
金
よ
り
も
博
泥
即
ち
泥
団
子
の
方
が
と
い
う

前
記
引
用
の
律
蔵
の
言
葉
と
な
る
。
仏
の
超
越
性
と
悠
久
性
は

浄
心
の
中
に
、
即
ち
主
体
の
奥
底
に
一
つ
と
な
っ
て
顕
現
さ
れ

る
も
の
と
こ
れ
ら
の
諸
律
は
主
張
し
て
い
る
と
筆
者
は
思
う
。

然
し
て
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
造
塔
の
隆
盛
と
う
ら
は
ら
に
、

塔
も
建
て
ら
れ
な
い
庶
民
に
光
明
を
与
え
ん
と
す
る
当
時
の
社

会
の
要
請
に
対
応
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
世
紀
か

ら
三
・
四
世
紀
へ
の
思
想
的
流
れ
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
大
乗

は
こ
う
し
た
思
想
の
流
れ
の
一
つ
の
反
映
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
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さ
て
、
こ
れ
ら
の
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
團
泥
の
出
て
来
る
律
蔵

の
成
立
の
時
代
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、

⑩
摩
訶
僧
祗
律
（
大
四
九
七
下
’
四
九
八
上
）
に
恵
應
揮
竪
弓

下
基
四
方
周
匝
欄
楯
。
円
起
二
重
・
方
牙
四
出
」
と
あ
る
こ
と
は
大

い
に
注
目
に
値
い
す
る
。
サ
ン
チ
ー
、
バ
ー
ル
フ
ッ
ト
の
欄
楯
で
見

る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
塔
は
柵
で
あ
る
欄
楯
は
塔
の
ま
わ
り
に
あ
っ

た
が
、
（
前
の
サ
ン
チ
ー
大
塔
写
真
参
照
）
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
至
る
と

欄
楯
は
基
壇
の
中
に
入
り
、
仏
像
や
仏
伝
図
の
区
切
り
の
柱
と
な
っ

て
い
る
。
然
も
イ
ン
ド
の
塔
は
サ
ン
チ
ー
の
如
く
円
型
基
壇
で
あ
る

が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
以
西
で
は
こ
の
円
型
基
壇
の
下
に
四
角
（
方
形
）

の
基
壇
が
加
わ
り
（
写
真
畑
、
グ
ル
ダ
ラ
ー
塔
参
照
）
、
こ
の
経
文

の
如
く
「
円
基
二
重
」
の
如
く
二
段
三
段
と
重
な
り
塔
は
砲
弾
型
に

背
が
高
く
な
る
（
写
真
８
．
皿
参
照
）
・
だ
か
ら
こ
の
律
蔵
の
文
は

ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
塔
を
さ
し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

②
更
に
「
方
牙
四
出
」
と
い
う
の
は
、
筆
者
は
カ
ニ
シ
カ
大
塔

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

4

皇
0

、 0一

罰、

雛黍
｛

』湯

房皇
ザ

11． タフト・イーパーヒー僧院複元図（原図カラチ博）
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

12．方牙四出の見本（カニシカ大塔を模したと思われる）

(Z44)



を
前
提
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
即
ち
大
唐
西
域
記
に
よ
る
と
「
童

子
が
砂
で
塔
を
作
っ
て
い
た
。
そ
し
て
王
に
、
い
つ
か
大
王
が
来
て
塔

を
建
て
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
と
童
子
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
大
王
は
こ

こ
に
塔
を
建
て
よ
と
の
仏
の
命
令
を
感
じ
、
早
速
こ
こ
に
塔
を
建
て
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
塔
を
建
て
終
る
と
思
い
き
や
、
塔
の
四
隅
に
四

角
の
小
塔
が
と
び
出
し
た
。
こ
れ
を
お
お
う
べ
く
塔
を
増
巾
す
る
と
、

又
四
隅
に
小
塔
が
と
び
出
す
。
こ
れ
を
く
り
返
す
う
ち
、
塔
は
巨
大
な

塔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
大
唐
西
域
記
で
は
言
っ
て
い
諏
子

法
顕
も
「
王
作
塔
成
己
。
小
塔
即
自
齢
〕
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の

話
は
四
世
紀
は
じ
め
に
は
普
及
し
て
い
た
。
又
カ
ニ
シ
カ
大
塔
の
発
堀

に
よ
る
考
古
学
的
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
律
蔵
の
話

は
力
’
一
シ
カ
大
塔
建
立
後
と
い
え
る
。
力
’
一
シ
カ
大
塔
は
カ
ニ
シ
カ
に

は
じ
ま
っ
て
次
の
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
時
代
に
完
成
し
て
い
る
か
ら
、
律
蔵
の

こ
の
部
分
の
成
立
は
約
西
紀
一
七
○
年
以
後
と
も
言
え
よ
う
。
だ
か
ら
、

小
乗
の
律
だ
か
ら
大
乗
よ
り
早
い
と
は
言
え
ず
、
大
乗
よ
り
お
そ
い
と

も
言
え
よ
う
。

③
更
に
こ
の
こ
と
は
塔
の
位
置
変
化
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

一

／っ一みゎu,6キ電、●

ジ釈一'しか．'ﾉ略－国
13．僧院と塔の位置の変化
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宗
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の
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ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

15．タクト ・ィ・ﾊﾟｰｰｰｨ

起
僧
伽
藍
時
。
先
預
度
好
地
作
塔
処
。
塔
不
得
在
南
不
得
在

西
。
応
在
東
応
在
北
。
不
得
僧
地
侵
仏
地
。
仏
地
不
得
侵
僧
地
。

若
塔
不
得
近
死
戸
林
。
若
狗
食
残
持
来
汚
地
。
応
作
垣
箔
。
応
在

西
若
南
作
僧
坊
。
不
得
使
僧
地
水
流
入
仏
地
。
仏
地
水
得
流
入
僧

地
ｏ
塔
応
在
高
顕
処
作
。
（
摩
訶
僧
祗
律
巻
第
三
十
一
劃

即
ち
、
こ
の
律
の
文
字
は
僧
院
と
塔
の
分
離
、
然
も
塔
は
僧
院

よ
り
高
い
所
に
作
ら
れ
る
と
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
タ
キ
シ
ラ
に

（
鯛
）

よ
る
と
、
ピ
ッ
パ
ラ
や
ダ
ル
マ
ー
ジ
カ
で
は
僧
院
の
内
に
仏
塔
が

祀
ら
れ
て
い
た
が
、
（
写
真
必
参
照
）
三
世
紀
を
限
度
と
し
て
、

僧
院
外
に
造
ら
れ
て
行
く
と
し
て
い
諏
犀

更
に
、
塔
も
カ
ラ
ワ
ン
（
写
真
過
参
照
）
や
ギ
リ
の
如
く
、
僧

院
の
一
段
下
奄
町
か
ら
直
接
塔
に
詣
で
ら
れ
、
僧
院
の
修
行
生

活
を
デ
ィ
ス
タ
ー
ブ
し
な
い
よ
う
に
、
塔
は
作
ら
れ
て
い
た
が
、

や
が
て
、
仏
塔
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
塔
が
僧
院
よ
り
上
に
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
タ
フ
ト
・
イ
・
バ
ー
イ
（
写
真
過
参
照
）

の
よ
う
に
塔
区
の
方
が
少
し
高
く
な
り
、
遂
に
蝿
の
位
置
図
の
如

く
ジ
ャ
マ
ー
ル
ガ
リ
の
よ
う
に
頂
上
に
塔
が
作
ら
れ
、
僧
院
は
下

(Z47)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

16．仏陀像カニシカー世金貨（2世紀）

提
得
安
仏
華
蓋
供
養

筆
者
）

塔
。
無
舎
利
者
名
枝
提
。
如
仏
生

処
得
道
処
転
法
輪
処
般
泥
桓
処
菩

薩
像
辞
支
仏
窟
仏
脚
跡
。
此
諸
枝

今
王
亦
得
作
枝
提
。
有
舎
利
者
名

起
宝
枝
提
。
彫
文
刻
鍍
種
種
彩
豊
○

で
、
各
僧
院
の
僧
は
山
頂
の
塔
に

詣
で
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。
こ

れ
ら
は
石
積
み
方
法
か
ら
言
っ
て

三
世
紀
以
後
、
更
に
メ
ハ
サ
ン
鍵

の
主
塔
の
よ
う
に
四
・
五
世
紀
の

ス
ト
ッ
コ
全
盛
時
代
に
ま
で
及
ぶ

に
至
る
。

側
又
仏
像
の
成
立
後
を
暗
示

す
る
文
章
ま
で
あ
る
。

吉
利
王
為
迦
葉
仏
塔
。
四
面

具魯
↑
（
傍
線

("8)



即
ち
こ
の
文
章
の
中
の
「
仏
」
と
い
う
所
に
注
目
し
た
い
。
「
舎
利
あ

る
を
塔
と
名
付
け
、
舎
利
な
き
を
枝
提
、
と
名
付
く
」
と
あ
り
、
こ
の
舎

利
の
な
い
枝
提
、
チ
ャ
イ
ト
ャ
に
「
仏
を
安
置
せ
よ
」
と
あ
る
。

即
ち
仏
で
あ
る
舎
利
の
な
い
所
に
．
「
仏
を
安
置
せ
よ
」
と
あ
る
か
ら
に

は
明
ら
か
に
、
こ
の
「
仏
」
と
は
仏
像
に
他
な
ら
な
い
。

仏
像
の
成
立
は
一
世
紀
、
単
独
像
の
成
立
は
二
世
紀
の
カ
ニ
シ
カ
時
代

と
い
わ
れ
て
い
る
（
写
真
焔
参
照
）
・
な
ぜ
な
ら
力
’
一
シ
カ
コ
イ
ン
に
仏

の
単
独
像
が
ミ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
律
蔵

の
話
は
、
仏
像
成
立
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、

前
記
の
如
く
小
乗
の
律
だ
か
ら
、
大
乗
よ
り
古
い
と
い
う
わ
け
に
は
行
か

な
い
。
特
に
法
華
経
は
西
紀
一
世
紀
か
ら
二
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

釈
迦
多
宝
の
二
仏
は
律
蔵
の
釈
迦
仏
と
迦
葉
仏
の
二
仏
よ
り
、
大
乗
だ
か

ら
お
そ
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
と
も
言
え
よ
う
。

マ
ー
シ
ャ
ル
の
タ
キ
シ
ラ
Ⅱ
、
四
六
三
頁
や
Ⅲ
の
図
録
篇
の
四
画
恵

一
三
六
の
中
程
か
ら
下
に
か
け
て
注
目
す
べ
き
出
土
品
が
示
さ
れ
て
い
る

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

5

一凸畢ご“】エ】画
■

一

■

唾』一

玉 【b

亜華 いい吃寺…喰鈴f翰蝿2分
吐

茎＝…蒔哩

蕊"…~･山一肖…
垂壷一

瞳
ゞ
崖

■
■
■
一

雷…･'…劃…h ‐-．‘ー一

m△一ゴー』 ｡と ．Z
｡ q 一

ロー~弓

､刷毎』，，
一
峰

17．竜神に捧げられたミニチュアーの水槽（マーシャルタキシラⅢより）
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筆
者
の
体
験
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
以
西
で
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
期
間
も
短
か
く
、
時
に
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
雨
も
極
度
に

少
な
い
年
も
あ
る
。
従
っ
て
雨
に
恵
ま
れ
な
い
地
方
で
は
、
潅
概
の
為
の
タ
ン
ク
作
り
と
い
う
社
会
的
要
請
が
同
時
に
宗
教
的
功
徳
と
結

び
つ
い
て
行
っ
た
と
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。

然
し
、
シ
ャ
ル
マ
の
論
文
や
マ
ー
シ
ャ
ル
の
写
真
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ー
の
タ
ン
ク
が
沢
山
出
土
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
前
記
マ
ー
シ
ャ
ル
が
出
土
品
を
示
し
て
い
る
タ
キ
シ
ラ
だ
け
で
は
な
く
、
題
画
圏
目
冒
『
．
昌
凰
官
『
、
委
匡
８
冨
言
画

宍
ｇ
ｍ
ｇ
三
》
国
冨
冨
（
月
日
筐
一
号
呂
農
）
等
で
数
多
く
の
ミ
’
一
チ
ュ
ァ
ー
の
タ
ン
ク
が
発
堀
さ
れ
て
い
る
。
社
会
の
福
祉
の
為
の
タ
ン

ク
作
り
が
宗
教
的
に
大
い
な
る
功
徳
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
然
し
一
般
大
衆
は
こ
れ
が
出
来
な
い
。
イ
ミ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の

儀
式
用
タ
ン
ク
で
満
足
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
中
世
か
ら
現
代
ま
で
続
い
て
い
率

か
く
述
べ
て
い
る
の
は
特
に
注
目
に
値
い
す
る
。
即
ち
お
金
持
ち
は
現
実
の
水
槽
を
作
っ
て
奉
納
出
来
る
が
、
一
般
大
衆
は
こ
う
し
た

こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
タ
キ
シ
ラ
出
土
の
よ
う
な
手
の
上
に
乗
る
如
き
小
さ
な
泥
土
の
ミ
ニ
チ
ュ
ァ
ー
が
神
々
に
奉
げ
ら
れ
た
。
こ

と
記
し
て
い
る
。

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

（
写
真
Ⅳ
参
照
）
。
即
ち
粘
土
細
工
の
タ
ン
ク
（
水
槽
）
の
出
土
品
が
十
数
ケ
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
『
・
罰
画
冒
竪
胃
昌
聖
胃
日
画
は
、
雲
駕
侭
具
層
島
冒
監
画
．
昌
目
の
三
目
目
目
◎
号
胃
巨
．
ロ
堅
巨
乞
雷
．

勺
』
ｓ
’
四
に
、
１
’
－
－
ク
な
説
明
を
し
て
い
る
。
即
ち
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
に
、
西
北
イ
ン
ド
で
は
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
社
会
的
要
請
と

な
っ
た
。
特
に
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
の
少
な
い
所
で
は
潅
概
の
為
で
あ
る
。
従
っ
て
タ
ン
ク
を
作
る
と
い
う
社
会
生
活
上
の
要
請
が
、
宗

教
的
功
徳
と
結
び
つ
い
て
行
っ
た
。
特
に
竜
神
信
仰
で
は
、
竜
は
水
に
住
む
と
い
う
こ
と
か
ら
、
潅
減
の
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
同
時
に

神
へ
の
奉
仕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
タ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
一
層
す
す
め
ら
れ
、
人
々
は
競
っ
て
タ
ン
ク
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た

(150)
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憩

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

18．童子供養像（筆者蔵）

れ
は
貧
し
い
人
達
に
も
希
望
を
与
え
る
と
い
う
社
会
的
要
請
。
現
実

の
タ
ン
ク
を
奉
納
出
来
な
い
人
に
光
明
を
与
え
る
傾
向
が
、
こ
う
し

た
出
土
地
に
は
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
又
、
こ
う

し
た
傾
向
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
俺
で
あ
っ
た
と
も
言
っ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ー
マ
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
王
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
と
同
じ
規
格
の

コ
イ
ン
が
作
ら
れ
た
程
東
西
交
易
が
盛
ん
と
な
り
、
力
｝
一
シ
カ
、
フ

ヴ
ィ
シ
カ
を
経
て
強
大
な
王
国
を
作
り
、
中
国
と
ロ
ー
マ
、
イ
ン
ド

と
ロ
ー
マ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
主
要
ル
ー
ト
の
貿
易
を
独
占
し
た
ク

シ
ャ
ン
族
は
、
そ
の
豊
か
な
財
政
で
、
自
分
の
宗
教
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

の
巨
大
な
神
殿
を
ス
ル
フ
・
コ
タ
ル
に
作
り
、
統
治
下
の
領
域
内
各

地
の
仏
教
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
寺
に
塔
や
僧
院
を
奉
献
し
た
。
ガ
ン
ダ
ー

ラ
の
山
々
に
残
る
仏
教
寺
院
の
遺
跡
か
ら
如
何
に
造
塔
造
伽
藍
の
事

業
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
壷
↑
更
に
地
方
豪
族
や
商
人
達

も
、
「
資
産
者
」
と
し
て
美
し
い
奉
献
塔
を
数
多
く
寄
附
し
た
こ
と

が
、
現
在
遺
跡
を
め
ぐ
る
と
き
、
そ
の
富
裕
さ
と
共
に
ひ
し
ひ
し
と

感
ぜ
ら
れ
る
。

然
し
こ
う
し
た
奉
献
は
一
般
大
衆
に
は
出
来
な
い
。
こ
の
大
衆
に

(Z5I)



ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

光
明
を
与
え
た
の
が
在
野
の
在
家
仏
教
（
こ
れ
が
や
が
て
大
乗
と
し
て
発
展
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
。
）
、
「
童
子
の
た
わ
む
れ
に
砂
を
も

て
塔
を
作
毒
〕
と
い
う
文
章
や
、
現
在
数
多
く
出
土
し
て
い
る
「
童
子
の
土
饅
頭
供
養
像
」
の
彫
刻
等
（
写
真
過
参
照
）
を
考
え
合
せ
る

と
、
前
記
諸
律
の
「
泥
団
子
」
の
文
章
は
こ
う
し
た
時
代
性
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
シ
ャ
ル
マ
の
言
う
ク
シ
ャ
ン
の

時
代
で
あ
っ
た
。
造
塔
造
像
の
極
度
に
盛
ん
だ
っ
た
時
代
、
そ
れ
と
裏
腹
に
そ
れ
が
出
来
な
い
民
衆
の
も
ど
か
し
さ
、
淋
し
さ
。
こ
れ
に

手
を
さ
し
の
べ
、
光
明
を
与
え
る
。
こ
れ
が
「
た
と
え
一
句
で
も
受
持
読
調
す
れ
蝿
〕
「
一
団
泥
」
「
浄
心
」
と
い
う
物
か
ら
心
、
も
と

で
い
ら
ず
の
、
無
一
般
大
衆
に
希
望
を
与
え
て
来
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
宗
教
の
民
衆
化
大
衆
化
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
会
的
傾
向
を
敏
感
に
先
取
し
た
の
が
在
野
の
グ
ル
ー

プ
（
後
に
大
乗
と
発
達
す
る
の
で
あ
る
が
）
で
あ
っ
た
。
い
つ
の
時
代
で
も
、
例
え
ば
現
代
に
例
を
と
っ
て
も
、
時
代
を
先
ど
り
す
る
の

は
民
間
の
宗
教
団
体
で
あ
る
。
既
成
の
も
の
は
そ
う
し
た
も
の
に
ひ
か
れ
な
が
ら
も
と
容
易
に
と
り
込
め
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。

特
に
終
戦
直
後
、
雨
後
の
筍
の
如
く
新
興
宗
教
が
輩
出
し
た
の
も
、
民
衆
の
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
感
じ
た
為
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た

点
か
ら
類
推
す
る
と
、
当
時
の
新
興
宗
教
た
る
大
乗
仏
教
は
こ
の
時
代
の
要
請
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
な
る
と
当
時
の
既
成
宗
教
た
る
小
乗
仏
教
も
時
代
の
流
れ
に
案
閑
と
し
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
前
記
「
閻
浮
内
の
黄

金
よ
り
一
団
泥
」
と
い
う
考
え
方
を
と
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
行
っ
た
。
前
述
の
根
本
説
一
切
有
部
薬
事
第
十
二

の
泥
団
子
の
話
の
す
ぐ
後
に
、
「
貧
者
の
一
燈
」
の
論
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
も
こ
の
間
の
消
息
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

然
も
「
泥
団
子
」
の
話
の
の
っ
て
い
る
章
は
律
蔵
と
し
て
は
終
り
の
章
に
近
い
。
五
分
律
で
は
三
十
巻
中
三
十
六
巻
、
四
分
律
で
は
六

十
巻
中
五
十
二
巻
、
摩
訶
僧
祗
律
は
四
十
巻
中
三
十
三
巻
、
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
で
は
十
八
巻
中
十
二
巻
、
い
ず
れ
も
律
と
し

て
後
半
の
も
の
に
属
す
る
。
即
ち
律
は
僧
達
が
現
実
問
題
に
当
面
し
た
時
、
そ
の
都
度
、
「
仏
の
名
の
も
と
に
」
戒
律
を
規
定
し
て
行
っ

(I52)



か
く
て
タ
キ
シ
ラ
の
二
仏
は
時
代
的
に
法
華
経
の
も
の
で
あ
っ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
よ
し
ん
ば
小
乗
仏
教
の
律
蔵
の
「
迦
葉

仏
と
釈
迦
牟
尼
仏
」
で
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
宗
教
の
大
衆
化
の
時
代
に
触
発
さ
れ
、
又
、
そ
う
し
た
時
代
の
風
潮
を
先
取
り
し
た
法
華

経
等
大
乗
仏
教
の
刺
戟
で
出
現
し
た
二
仏
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
精
神
は
法
華
経
の
二
仏
と
何
ら
別
物
で
は
な
い
。

要
は
、
仏
の
超
越
性
を
表
現
す
る
背
の
高
い
塔
と
仏
の
寿
命
、
そ
し
て
そ
の
説
か
れ
た
法
の
無
窮
性
を
示
す
二
仏
、
即
ち
超
越
性
と
無

窮
性
が
「
己
心
」
の
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
富
者
も
貧
者
も
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
う
し
た
三
位
一
体
の
構
造
が
確
立

し
て
行
っ
た
の
が
、
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
こ
そ
、
宗
教
の
大
衆
化
の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

た
も
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
背
の
高
い
塔
・
二
仏
・
泥
団
子
の
記
さ
れ
た
章
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
社
会
環
境
の
中
で
、
教
団
は
如
何
に

あ
る
べ
き
か
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
当
時
の
社
会
環
境
と
教
団
と
の
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
と
思
う
の
が
ご
く
自
然

の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
が
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
、
場
所
は
西
北
イ
ン
ド
。
仏
教
内
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
こ
う
し
た
時
代
的
要
請
に
対
応
し
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
壷

〔
註
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１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

』
Ｏ
盲
目
胃
昏
画
匡
自
画
愚
旨
国
已
曾
の
観
ず

降
剛
巨
里
の
謁

伶
剛
巨
異
の
命

高
田
保
氏
仏
像
の
起
源
二
五
六
頁

大
唐
西
域
記
大
副
’
八
八
四
下

静
谷
正
雄
イ
ン
ド
仏
教
碑
銘
目
録
一
七
八
八

ク
シ
ャ
ン
に
於
け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）

◇
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前
掲
静
谷
目
録
一
七
八
六
夕
キ
シ
ラ
パ
テ
ィ
ヵ
銅
板
銘
文
等

法
華
経
方
便
品
第
二
（
大
正
九
’
八
下
）

法
華
経
法
師
品
第
十
（
大
九
’
三
○
下
）

根
本
説
一
切
有
部
薬
事
第
十
二
（
大
別
’
五
五
下
’
五
六
上
）

干
潟
竜
祥
氏
は
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
の
三
十
四
頁
’
四
十
九
頁
で
諸
律
の
完
成
を
Ａ
Ｄ
一
世
紀
及
至
二
・
三
世
紀
と
し
て
い
る
。

全
書
一
六
二
頁
一
七
行
目

前
掲
マ
ー
シ
ャ
ル
豆
ｇ
の
余

榛
翌
ハ
四
号
叢
者
僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ

門
ご
仰
司
切
彦
巴
一
目
、
浜
建
口
已
画
訂
↓
函

前
掲
僧
院
か
ら
仏
塔
崇
拝
へ
（
八
十
頁
）

大
蛇
’
四
九
七
上
’
四
九
八
中

前
掲
罰
２
国
里
画
３
．
里
胃
日
画
一
閏
嬰
伺
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画
日
々
冒
昌
画
巳
畠
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四

大
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九
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中

大
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九
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上
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雪
箆
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国
四
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の
ロ
“
Ｆ
の
、
”
の
丘
四
．
口
閏
号
岸
⑪
。
ｐ
詮
・

棲
神
五
十
七
号
筆
者
論
文
火
と
光
参
照

大
刷
’
八
七
九
下
’
八
八
○
上

大
型
’
五
三
上
中

大
４
１
一
六
一
上

大
蛇
’
四
九
七
中
’
四
九
八
の
上

大
鯉
’
一
七
二
下
’
一
七
三
上

大
犯
’
九
五
八
上
中

大
２
１
四
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六
下

大
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１
三
○
二
上

ク
シ
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に
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け
る
諸
宗
教
の
大
衆
化
（
高
橋
）
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